
葛 飾 区

葛飾区の環境行政について
〜持続可能な地域社会をめざして〜

（環境部）



どのような異常気象が起きているのか？

３

令和７年も前年に引き続き過去の暑さを更新した
年平均気温偏差

歴代最高気温を更新
群馬県伊勢崎市で
41.8℃（8月5日）

東京都心の連続猛暑日
8月18日から27日まで
10日連続
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平均気温
６〜８月の国内平均気温は、
観測史上最高＋2.36℃

2025年夏は
+2.36℃

熱中症による救急搬送者数
過去最多の8,341人（速報値）



気候変動の影響は、様々な形で区⺠の⽣活に現れ始めています
可及的速やかに対策を進めなくてはなりません

どのような異常気象が起きているのか？

３

令和元年には令和元年東日本台風（台風１９号）が発生

区内では２万人近くの
方が避難
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 避難所の開設数 117施設
（１）公⽴小・中学校(旧学校含)
（２）地区センター等
（３）福祉避難所
（４）その他区施設
（５）都⽴学校

葛飾区で初めての
警戒レベル４の避難勧告
（当時）を発令

77施設
7施設

25施設
４施設
４施設



年 月 内 容

2020年2月 「ゼロエミッションかつしか」宣言

2020年8月 ゼロエミッションに向けた特別区の連携
について、葛飾区⻑から特別区⻑会に提案

2021年4月 この提案により「ゼロカーボンシティ
特別区」の実現に向けた調査研究
（特別区⻑会調査研究機構）を開始

2022年3月 「第３次葛飾区環境基本計画」策定

2023年7月 ２年間に渡る調査研究の成果を特別区⻑会に報告
報告を踏まえ、「ゼロカーボンシティ特別区」共同宣言及び
⾦融機関との連携協定締結を葛飾区⻑から特別区⻑会に提案

2023年10月 2050年「ゼロカーボンシティ特別区」の実現に向けた特別区⻑会
共同宣言及び⾦融機関との連携協定締結

2023年11月 葛飾区⻑が特別区⻑会の代表として
国連気候変動枠組条約第28回締約国会議（COP28）へ参加

気候変動対策をめぐる動向（葛飾区・特別区）
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都内基礎自治体では初めて
2050年までに温室効果ガス
排出量実質ゼロを目指すこ
とを宣言

2030年度までに、
温室効果ガスを2013年度比
で50%削減する「カーボン
ハーフ」の目標を設定
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2050年「ゼロカーボンシティ特別区」の実現に向けた特別区⻑会 共同宣言

 宣言内容（抜粋）
• 人口と社会資本が集中し、エネルギーと資源が大

量消費される東京において、特別区が、基礎自治
体としての役割を果たし、温室効果ガスの排出削
減の取組を加速させることは、世界の脱炭素化を
牽引する上で極めて重要な使命である。

• 各区が地域特性に応じた地球温暖化対策を実施す
ることに加え、特別区が連携し、相乗効果を最大
限に引き出すことで、2050年までに温室効果ガ
スの排出量が実質ゼロとなる「ゼロカーボンシ
ティ特別区」の実現を目指し、取組を加速させ
る。

• 区⺠、団体、事業者、⾦融機関、教育機関など多
様な主体と連携して、環境、経済、社会の課題を
同時に解決しつつ、世代を超えて幸福に生きる活
力にあふれた持続可能な特別区の構築に向け、
「ゼロカーボンシティ特別区」の実現を目指すこ
とを宣言する。

葛飾区⻑からの提案により、2023年10月16日、特別区全体で 2050年までに
温室効果ガス排出量実質ゼロの実現を目指すことを宣言しました

 23区で新たな施策を検討・推進するため
気候変動対策推進組織を設置

気候変動対策推進組織の検討事項
再⽣可能エネルギー電力
の利用
• 区有施設への再エネ電

力の共同購入

中小企業の脱炭素化へ
の支援
• 金融機関との連携によ

る中小企業への支援
建物・住宅のZEB・ZEH普
及の推進
• ZEB化の事例共有、職

員知識向上に向けた人
材育成

CO2吸収量の確保・効
果の把握
• 森林環境譲与税に関す

る情報共有、活用方法
の検討

新たな気候変動対策の検討
• 各区の取組や知見を共有し、新たな連携施策を検討
• 国や東京都、⺠間企業との連携した取組についても

検討 5



太陽光発電システムで発電した
電気を蓄電池にためることで、
停電時も電気を利用できます。

 災害時などでも電気が利用できる
安全・安心なまちづくり
に寄与しています。

 2023年度から電気自動車と住宅・事業所
の双方向で電気のやり取りができる
V2H(Vehicle to Home)導入への助成を新
設し、停電リスクへの対策をさらに進め
ています。

再⽣可能エネルギーの普及促進
⇒安全・安心なまちづくり

 太陽光発電システムと蓄電池を
セットで導入することを助成により
推進しています。

[これまでの助成実績]

 避難所となる施設をはじめ公共施設に
太陽光発電設備・蓄電池の導入を進め
ています。

取 組 温室効果ガスの削減に加え…

太陽光発電

4,578 件→約5,905世帯分
の電力使用量

蓄電池

2,887件

2006年度〜2025年3月実績 2013年度〜2025年3月実績
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太陽光発電システムと蓄電池の同時設置推進



断熱住宅（健康エコ住宅）の普及促進
⇒ 健康で快適な住環境への支援

２

 窓や壁などの断熱改修への助成を行っ
ています。

 近年助成件数が伸びています。
（2021年度:47件→2024年度:207件）

 2023年度から高い断熱性能を持つ新築
住宅への助成を新設しています。

※ ⻲有信用金庫・東栄信用金庫は、葛飾区と協働して⾼断熱
住宅の普及を促進しており、⾼断熱住宅の新築に係る住宅
ローンに優遇金利を設定しています。

取 組

断熱により外気の影響を受けにくいため、

 「健康エコ住宅」の普及により
健康で快適な住環境の整備
に寄与します

出典：葛飾区SDGs推進計画 7

温室効果ガスの削減に加え…

・夏は涼しく、冬は暖かい
・ヒートショックや熱中症を防ぐ

・結露が発⽣しにくく、カビの
発⽣を抑制

・遮音性が高く快適に過ごせる



 公共施設は学校を含め新築の際はZEB
の認証を目指すことを方針化し、
ZEBの標準化を進めています。

公共施設におけるＺＥＢ化の推進
⇒ 良好な学習環境の確保 ※学校の場合

２

取 組

良好な学習環境の確保に
寄与します

また、区が率先してZEBの建物を発注し、
区内事業者の技術向上や経験の蓄積につ
なげます 8

温室効果ガスの削減に加え…

・暖房、冷房利用時には早い時間で
適切な気温になります。

・遮音性が向上し、授業に集中し
やすくなります。

【ZEB Ready認証取得状況】
 葛飾区清掃事務所
 宝木塚小学校
 常盤中学校
 よつぎ小学校・四ツ木中学校
 水元小学校新宿地区屋内温水プール
 特別養護老人ホーム等代替施設
 子ども未来プラザ白鳥

※現在、設計中の案件についても
ZEB Ready認証取得を目指している。

 断熱化した教室は、未実施の教室に比べ、
一定の条件下で約１時間早く適温に到達



断熱改修の実施
⇒ 断熱効果の体験を通じた環境学習の機会創出

 既存の公共施設もZEB化を目指して、断熱改修など省エネ性能を高めています。
取 組

 学校施設の断熱改修の推進により
 特に、学校施設の断熱改修の効果を児童に実感してもらうことで、環境配慮の

取組への理解を深めます。
 体験や効果の実感を通じた環境学習の機会の創出につなげます。
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 児童へのアンケート（清和小学校）
教室の断熱改修により…

 77％の児童が教室が温かくなったことを実感
 63％の児童が授業に集中できるようになったことを実感
 67％の児童が省エネへの意識に変化を実感



断熱ワークショップの開催

10写真︓清和⼩学校「教室断熱ワークショップ」の様⼦

 小学⽣が断熱材の設置の体験などを通じて気候変動対策について学ぶ「教室断熱
ワークショップ」も行っています。

断熱修繕の現場見学、断熱材の設置体験

１０名の児童が参加したほか、保護者の
方々などにもご参加いただきました。

清和小学校（R4.８.22）

実施内容

⻘葉中学校（R6.１.11）

約２０名の⽣徒が参加し、南葛ＳＣの方に
もお手伝いに来ていただきました。

写真︓⻘葉中学校「教室断熱ワークショップ」の様⼦



高断熱健康住宅の普及促進（パートナーシップ）
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区内の設計事務所や工務店との協働で高断熱健康住宅の普及に取り組んでいます。

かつしか省エネ再エネ健康住宅普及促進連絡会の立ち上げ（Ｒ６.９）

これまでの取組
・省エネ基準、再エネ技術、断熱技術に関する情報共有、勉強会

・区民向けパンフレット作成・イベントセミナー開催（

・高断熱健康住宅の仕様書（断熱等級6以上）作成・共有

・作成した仕様書を区内事業者が積極活用

・区民（建主）への情報提供・啓発活動

>区内の設計事務所、工務店、葛飾区等が知識、技術力、ノウハウを取得
区民（建主）が知識を取得 → 高断熱健康住宅の区内普及の後押しに！

庁内も連携
・政策企画課
・環境課
・地域保健課
・商工振興課
・住環境整備課
・建築課

葛
飾
区
役
所

（R7.11.22)



ごみ減量の取組と目標値

粗大ごみ資源化
⾦属類（⾃転⾞等）
小型家電（30cm以上）
衣装ケース等を資源化

「繊維to繊維」 古布を可能な限り
繊維製品へ再生する取組

202320222021
2020

2008

プラマーク回収
容器包装プラスチック（プラマー
ク）の資源化を開始

「トレイtoトレイ」
回収したトレイを
再びトレイへ製品化
（再資源化率100％）

燃やさないごみ資源化
⾦属類（スプレー⽸等）小型
家電（30cm未満）乾電池
等を資源化

全国初

・布団類の資源化
・製品プラスチックの分別

回収資源化モデル(2025より本実施)
・ZEB Ready認証を受けた
新清掃事務所竣工

2020年(令和2年)2月6日に
「ゼロエミッションかつしか宣⾔」を⾏いました︕

２３区初葛飾区におけるごみ減量の取組

2006

「ボトルtoボトル」
回収したペットボトルを
再びペットボトルへ製品化
（再資源化率100％）

23区初

2024
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葛飾区 区⺠１人１日あたりの家庭ごみ量（ｇ）

（年度）

目標
７０ｇ減量
（対令和元年度比）

目標まで
１５ｇ減量

ごみ減量の目標値
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葛飾区における温室効果ガス排出状況

３

 葛飾区、区⺠、事業者の取組により、葛飾区の温室効果ガスの排出量は減少しています。
 しかし、目標達成には更なる取組の強化が必要です。また、近年の気候変動の影響を踏ま

えると速やかに行う必要があります。
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「カーボンハーフ」
2030年度温室効果ガス

排出量50％削減



花いっぱいのまちづくりの推進

２
14

本区では、町会や地域団
体、商店会など花を愛でる
多くの人と協働して、街中
を花で彩っています。

花のあふれるまちは、住む
人、行き交う人に憩いと安
らぎを与え、花を育む活動
は、人々の自然を大切にす
る意識を高めます。

花いっぱいのまちづくり
推進プロジェクト



「全国みどりと花のフェアかつしか」の開催

２

 会場
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 実施内容

 本イベントの開催により、持続可能なみどりと花のまち「かつしか」を
全国に発信し、地域のブランド力向上を図ります。

令和８年５月16日〜６月14日（３０日間）

メイン会場
サテライト会場
連携会場

☑ 全国「みどりの愛護」のつどい ☑ ⾃治体交流イベント
☑ 花いっぱいのまちづくりイベント ☑ 新たな都市緑化の提案

︓葛飾にいじゅくみらい公園
︓新小岩駅周辺、曳舟川親水公園広場ゾーン
︓都⽴水元公園、 堀切菖蒲園



本日お越しの皆様、

葛飾区でお待ちしております︕
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